
〈2025. ①広報よいち　13〉

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

　あけましておめでとうございます。昭和３５
（１９６０）年の広報よいち１月号の表紙は、「黒川
新国道」と題した仁木町方面から駅前商店街の写真で
した。
　「新国道」は現在の国道５号線のことで、当初はに
れの木通りから仁木町へ抜ける、通称「ニッケー通
り」と呼ばれていたルートの予定だったものが、余市
駅前から仁木町方面へ直線で向かう現在の路線に変更
になって、昭和３５年に完成した道路です（「こんな
話　その９４」）。
　この表紙写真の下には、新年交礼会と消防出初式の
お知らせが見えます。新年交礼会は１月１日の午前
１０時から、役場大会議室を会場にして、あらかじめ
申込みをして会券（入場券か）を持った人が参加でき
ました。
　出初式は１月４日９時、役場前に消防署の署員と消
防団員が集合して行われました。まず、７時半に１５
秒間隔のサイレンが３回鳴って、出初式があることが
町内に知らされます。
　新年の祝詞や表彰式などが終わった後は、登梯式
（とていしき）です。はしごに登り、その上で膝やお
腹だけで身体を支えて静止したり、様々な態勢をはし
ごの上で披露するので、たくさんの人が集まりまし
た。
　ページをめくると、坂本角太郎町長（当時）の年頭
の挨拶が見えます。海外貿易への期待、天然水族館に
観光の面で注目が集まっていること強調して紹介して
います。
　ジフテリアの予防接種の呼びかけもあります。飛沫
感染する病気で、発熱やおう吐、頭痛、咳などの症状
が見られ、昭和２０年代には国内で年間８万人以上が
感染するほどの流行がありました。「乳幼児の恐ろし
い伝染病ジフテリアが去年から非常に多く発生してお
り、特に小中学校生徒にも多く見られる特徴でありま
す」とあります。これは近隣で流行が見られ、町内で

３名の感染者が出たことによる注意喚起のようです。
　特集は「冬の水道」です。凍結を防ぐには「水は勢
いよく出し、タラタラ出し放しをしないこと、長い
ホースの使用後はすぐはずしておくこと、お休み前に
は必ず不凍状態を確かめること」をお知らせしていま
す。
　その隣の記事は凍結のとかし方を紹介しています。
ぬるま湯をまず蛇口に、次に露出しているパイプにか
けて、水が一滴でも出れば、あとは水道の圧力が氷を
融かしてくれますが、まずは寝る前の水落としを忘れ
ないようにと念押ししています。
　特集３つ目の記事「一日５００屯も無駄に」がその
下に続きます。過去には１日で５００トンの水道水が
凍結防止のために放水されたことがあったようで、
５００トンの水は１日５，０００円、一冬で１８０万
円（当時）にもなり、大量の水が流れることで建物の
土台が腐ることにつながると、お正月から怖い記事が
載っています。水道を出し放しにする人をなくすため
の特集だったようです。
　成人式のお知らせも見えます。１月１５日の１０時
から、会場は黒川小学校でした。前日１４日の午後１
時１５分から、ＨＢＣの女性の広場という番組（ラジ
オ？）で、町内の新成人（漁業）の方の感想が放送さ
れる旨の告知もあります。
　６５年前の余市町も海外貿易や観光に期待をふくら
ませ、感染症や暮らしへの注意喚起がされています。
令和７年は昭和１００年の節目の年です。

　余市町の埋もれた歴史等を紹介し、改めて余市町を再認識するコーナーです。

～その245～『昭和30年代のお正月』

▲写真　黒川新国道（『広報よいち』昭和３５年１月１日発行）

　～博物館実習生が来てくれました！～
　博物館実習は、博物館法施行規則に基づいた大学の科目で、学芸員資格を取る
ためには必修のものです。学芸員資格を希望する学生にとっては実践的な経験を
積む機会であり、受け入れる博物館には博物館活動を見直す機会にもなります。 
　今回は、佐藤笑愛さん（酪農学園大学３年）が、地元が余市とのことで当館を
志望し、１１月１９日から５日間の実習を行いました。 
　実習では、来年度のピックアップ展示案の作成などを行い、短い期間でしたが
素敵な展示案を作ってくれました！この展示案は、４、５月のピックアップ展示
となる予定ですので、春になったら是非博物館にお越しください！

博 物 館 文 化 財 ニ ュ ー ス ※１２月１６日から冬期休館中
問合せ　博物館　☎２２－６１８７


